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頁

『
今
鏡
』
に
お
け
る
「
お
は
す
」
の
活
用
に
つ
い
て

川
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は
じ
め
に
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尊
敬
語
「
お
は
す
」
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
サ
行
変
格
活
用
説
、
四
段
活
用
・
下
二
段
活
用
両
様
説
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
『
今
鏡
』
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
お
は
す
」
に
つ
い
て
は
、
宮
地
幸
一
氏
に
ま
と
ま
っ
た
論
が
あ
る
。
宮
地
氏
は
『
お
は
す
活
用
考
』
第
二
章
お
は
す
活
用
考
　
二
七
今
鏡

に
お
い
て
、
サ
行
変
格
活
用
と
推
定
し
、
い
く
つ
か
の
異
例
も
そ
れ
を
く
つ
が
え
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
同
書
は
中
古
か
ら
中
世
後
期

に
か
け
て
の
文
献
の
調
査
に
よ
り
、
「
お
は
す
」
は
サ
行
変
格
活
用
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
宮
地
氏
の
調
査
し
た
『
今
鏡
』
は
畠
山
本
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
二
十
一
巻
・
下
）
で
あ
り
、
国
史
大
系
本
が
尾
張
徳
川
黎
明
会
所
蔵

本
、
前
田
侯
爵
家
所
蔵
本
な
ど
七
本
を
校
合
に
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
必
要
に
応
じ
て
そ
れ
ら
の
諸
本
を
参
考
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ね

　
小
久
保
崇
明
氏
は
『
大
鏡
の
語
法
の
研
究
』
第
一
章
大
鏡
に
あ
ら
わ
れ
た
る
院
政
期
の
過
渡
的
言
語
現
象
に
つ
い
て
　
第
二
節
「
お
は
す
」

活
用
考
に
お
い
て
、
千
葉
本
系
『
大
鏡
』
の
「
お
は
す
」
は
サ
行
変
格
活
用
と
四
段
活
用
で
あ
る
が
、
前
者
が
断
然
優
勢
で
あ
る
と
述
べ
て

い
る
。
そ
の
中
で
、
畠
山
本
『
今
鏡
』
（
日
本
古
典
全
書
）
の
六
例
を
、
四
段
活
用
と
見
る
こ
と
が
極
め
て
自
然
な
諸
例
の
う
ち
に
入
れ
て
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い
る
。
『
今
鏡
』
を
単
独
で
調
査
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
本
稿
で
は
、
両
氏
の
説
を
検
討
し
な
が
ら
、
『
今
鏡
』
の
「
お
は
す
」
の
活
用
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
『
今
鏡
本

　
　
　
　
　
　
る
　

文
及
び
総
索
引
』
の
本
文
篇
で
あ
り
、
こ
れ
も
畠
山
本
に
よ
っ
て
い
る
が
、
畠
山
本
を
翻
刻
し
た
和
田
本
と
国
史
大
系
本
に
よ
り
、
畠
山
本

の
本
文
を
定
め
て
お
り
、
和
田
本
と
国
史
大
系
本
と
が
相
違
す
る
場
合
、
普
通
和
田
本
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
『
今
鏡
本
文
及
び
総

索
引
』
で
「
お
は
す
」
の
活
用
を
調
査
す
る
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
と
考
え
た
。
用
例
の
検
索
は
、
総
索
引
篇
に
よ
っ
た
。

「
お
は
す
」
の
用
例

1

サ
行
変
格
活
用
と
見
ら
れ
る
も
の

サ
行
変
格
活
用
か
ら
見
る
こ
と
に
す
る
。

〈
未
然
形
〉
「
お
は
せ
」
一
四
〇
例

例例倒例例
五四ニー一

か
や
う
に
お
は
せ
む
人
、
（
二
二
三
－
七
）

笛
も
、
親
の
殿
ば
か
り
は
を
は
せ
ず
や
あ
ら
む
、
（
一
六
｝
－
六
）
類
例
三
七

御
け
し
き
た
が
ひ
た
る
こ
と
も
を
は
せ
で
、
（
二
五
八
－
六
）
類
例
三

い
み
じ
く
き
び
し
き
人
に
ぞ
を
は
せ
し
。
（
一
三
八
－
一
五
）
類
例
八
四

そ
の
御
母
こ
そ
、
歌
詠
み
に
を
は
せ
し
か
。
（
一
五
一
－
一
六
）
類
例
一
一
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〈
連
用
形
〉
「
お
は
し
」
三
四
〇
例

例
六
　
い
ま
お
は
す
な
る
こ
そ
、
世
の
末
に
は
、
か
や
う
な
る
天
台
座
主
お
は
し
が
た
く
う
け
給
は
れ
。
（
二
二
〇
1
一
）
複
合
形
容
詞

　
類
例
一

例
七
　
お
は
し
あ
へ
る
所
は
ゴ
か
ら
し
け
れ
ど
、
（
五
－
七
）
複
合
動
詞

例
八
　
夜
ご
と
に
み
な
お
は
し
わ
た
し
け
る
と
か
や
。
（
二
〇
六
－
一
六
）
複
合
動
詞

例
九
　
か
く
聞
き
て
お
は
し
ぬ
れ
ば
、
（
一
六
九
－
一
四
）
類
例
一

例例例例例例例
六五四三ニー○

そ
の
家
に
を
は
し
た
り
け
れ
ば
、
（
二
七
一
－
七
）
類
例
一
〇

蔵
人
の
頭
に
て
も
十
年
な
ど
や
を
は
し
け
む
。
（
一
四
七
－
一
四
）
類
例
二
九

昔
に
も
恥
ぢ
ず
を
は
し
き
。
（
一
五
五
－
九
）
類
例
一
〇
八

出
で
来
が
た
く
な
む
を
は
し
け
る
。
（
一
五
三
ー
四
）
類
例
＝
二
九

道
心
を
は
し
て
、
（
一
五
一
－
一
四
）
類
例
三
四

遂
に
唐
国
に
を
は
し
て
も
、
（
二
七
〇
1
七
）

才
も
を
は
し
、
（
一
八
二
ー
一
〇
）
類
例
七

〈
終
止
形
〉
「
お
は
す
」
一
二
九
例

例
一
七
大
将
な
ど
に
を
は
す
め
り
。
（
一
四
一
－
一
）
類
例
一
二

例
一
八
い
か
な
る
人
に
か
お
は
す
ら
む
。
（
五
－
一
四
）
類
例
一
五

例
一
九
い
と
か
ひ
ぐ
し
き
人
に
お
は
す
べ
し
。
（
七
九
⊥
○
）
類
例
四
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例
二
〇

例
二
一

例
二
二

例
二
三

例
二
四

例
二
五

例
二
六

例
二
七

山
に
法
印
な
ど
申
て
お
は
す
な
り
。
（
一
八
六
ー
一
一
）
類
例
二
六

管
絃
も
身
の
御
才
も
、
か
た
ぐ
お
は
す
と
（
一
九
〇
1
二
）
類
例
一
七

そ
の
取
り
替
へ
ら
れ
人
は
、
ま
だ
お
は
す
と
か
。
（
一
七
六
ー
五
）

こ
の
ご
ろ
の
上
手
に
お
は
す
と
か
や
。
（
一
七
七
－
一
〇
）
類
例
一

次
郎
が
太
郎
に
を
は
す
と
て
、
（
一
六
七
i
一
四
）

法
師
に
な
り
て
を
は
す
と
そ
。
（
一
六
四
ー
七
）
類
例
二
一

罪
深
く
を
は
す
な
ど
（
二
九
五
－
四
）

修
理
の
大
夫
顕
季
と
申
し
女
の
腹
に
を
は
す
。
（
一
八
三
－
一
四
）
類
例
二
二

〈
連
体
形
〉
「
お
は
す
る
」
四
九
例

例
二
八

例
二
九

例
三
〇

例
＝
二

例
三
二

例
三
三

例
三
四

例
三
五

同
じ
腹
に
を
は
す
る
な
る
べ
し
。
（
一
〇
八
ー
三
）
類
例
一
五

関
白
に
お
は
す
る
に
、
（
二
一
七
ー
二
）
類
例
三

こ
の
世
に
も
か
＼
る
人
の
お
は
す
る
か
な
。
（
六
－
九
）

い
か
に
か
く
不
覚
に
は
お
は
す
る
ぞ
。
（
二
六
一
ー
一
六
）

を
と
ゴ
の
甥
に
を
は
す
る
を
ぞ
、
子
に
し
た
て
ま
つ
り
給
へ
り
け
る
。
（
一
七
五
－
九
）

少
将
と
て
お
は
す
る
は
、
（
一
＝
七
－
一
）

伝
へ
て
お
は
す
る
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
（
二
二
一
ー
＝
二
）

い
と
ま
も
を
は
す
る
ま
㌧
に
、
（
一
九
七
－
九
）
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例例例例例
四三三三三
〇九八七六

才
お
は
す
る
人
に
お
は
し
き
。
（
二
〇
五
－
三
）
類
例
一
一

と
き
め
か
せ
給
ひ
し
腹
に
を
は
す
る
、
山
の
法
眼
な
ど
申
て
聞
え
給
。
（
＝
二
四
－
七
）

尋
範
僧
正
と
申
ぞ
、
ひ
と
り
残
り
給
て
、
こ
の
ご
ろ
を
は
す
る
。
（
一
五
三
－
一
六
）

師
忠
の
女
の
腹
に
、
師
仲
の
中
納
言
と
て
お
は
す
る
。
（
二
〇
七
－
二
）
連
体
形
終
止

そ
れ
も
か
へ
り
の
ぼ
り
て
、
を
は
す
る
と
か
や
。
（
八
三
－
一
二
）
連
体
形
終
止

〈
已
然
形
〉
「
お
は
す
れ
」
一
七
例

例
四
一
　
人
の
し
る
し
も
た
う
と
く
お
は
す
れ
ば
、
（
一
九
八
－
三
）

例
四
二
　
僧
も
多
く
お
は
す
れ
ど
、
（
二
二
八
ー
六
）
類
例
三

例
四
三
　
え
な
ら
ぬ
宿
世
を
は
す
れ
ど
も
、
（
二
九
五
ー
一
二
）

例
四
四
　
か
＼
る
人
こ
そ
を
は
す
れ
。
（
二
五
九
－
二
）
類
例
一

類
例
九

類
例
五

類
例
二

〈
命
令
形
〉
「
お
は
せ
よ
」
用
例
な
し

　
　
　
　
　
2
　
下
二
段
活
用
と
見
ら
れ
る
も
の

く
未
然
形
V
「
お
は
せ
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
（
「
お
は
せ
し
」
「
お
は
せ
し
か
」
以
外
）
に
同
じ

〈
連
用
形
〉
「
お
は
せ
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
の
「
お
は
せ
し
」
「
お
は
せ
し
か
」
と
次
の
一
例

例
四
五
　
よ
き
人
は
時
世
に
も
を
は
せ
給
は
で
、
（
八
六
－
八
）
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〈
終
止
形
〉

〈
連
体
形
〉

〈
已
然
形
〉

〈
命
令
形
〉

「
お
は
す
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
終
止
形
に
同
じ

「
お
は
す
る
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
連
体
形
に
同
じ

「
お
は
す
れ
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
已
然
形
に
同
じ

「
お
は
せ
よ
」
　
用
例
な
し

3

四
段
活
用
と
見
ら
れ
る
も
の

〈
未
然
形
〉
「
お
は
さ
」
　
用
例
な
し

〈
連
用
形
〉
「
お
は
し
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
連
用
形
と
次
の
三
例

例
四
六
　
堀
川
の
帝
の
位
に
を
は
し
、
時
、
（
一
四
六
－
一
〇
）

例
四
七
　
品
の
す
ぐ
れ
て
を
は
し
㌧
に
や
、
（
一
六
ニ
ー
二
）

例
四
八
　
時
の
関
白
に
を
は
し
、
か
ば
、
（
＝
二
四
－
一
二
）

〈
終
止
形
〉
「
お
は
す
」
　
サ
行
変
格
活
用
の
終
止
形
に
同
じ

〈
連
体
形
〉
「
お
は
す
」
　
四
例

例
四
九
　
よ
き
上
達
部
た
ち
に
ぞ
お
は
す
と
（
一
四
八
i
三
）

例
五
〇
　
あ
ま
り
足
ぞ
は
や
く
お
は
す
と
て
、
（
一
五
九
－
九
）

例
五
一
　
上
西
門
院
に
ぞ
を
は
す
と
（
二
四
三
－
八
）

例
五
二
　
い
と
ら
う
あ
る
人
に
な
む
お
は
す
と
て
、
（
一
六
七
－
六
）

〈
已
然
形
〉
「
お
は
せ
」
　
用
例
な
し
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〈
命
令
形
〉
「
お
は
せ
」
　
用
例
な
し

二
　
下
一
一
段
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
一
2
で
掲
げ
た
「
お
は
せ
給
ふ
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
用
例
の
前
後
の
部
分
も
含
め
て
引
用
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

例
四
五
　
（
二
条
天
皇
ハ
）
末
の
世
の
賢
王
に
を
は
し
ま
す
と
こ
そ
は
う
け
給
は
り
し
か
。
御
心
ば
へ
も
深
く
を
は
し
ま
し
、
動
か
し
が

　
　
た
く
な
む
を
は
し
ま
し
け
る
。
廿
三
に
を
は
し
ま
し
、
時
、
御
病
ひ
重
り
て
、
若
宮
に
譲
申
さ
せ
給
て
い
く
ば
く
も
を
は
し
ま
さ
ゴ

　
　
り
き
。
よ
き
人
は
時
世
に
も
を
は
せ
給
は
で
、
ひ
さ
し
く
も
を
は
し
ま
さ
ゴ
り
け
る
に
や
。
末
の
世
い
と
く
ち
を
し
く
、
帝
の
御
位

　
　
は
、
限
り
あ
る
事
な
れ
ど
、
あ
ま
り
世
を
疾
く
受
け
取
り
て
お
は
し
ま
し
け
る
に
や
。
（
八
六
－
八
）

宮
地
幸
一
氏
は
、
こ
の
用
例
に
つ
い
て

諸
本
み
な
同
様
で
あ
る
が
、
意
味
上
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　

あ
る
ー
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

「
或
当
作
あ
」
と
あ
る
頭
註
に
従
う
1
校
註
日
本
文
学
大
系
本
は
そ
の
よ
う
に
直
し
て

と
述
べ
て
い
る
。
「
時
世
に
も
あ
は
せ
給
は
で
」
に
改
め
る
立
場
で
あ
る
。
海
野
泰
男
氏
も
『
今
鏡
全
釈
』
に
お
い
て
、
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底
本
・
蓬
左
本
と
も
「
お
は
せ
」
で
あ
る
が
、
「
あ
は
せ
」
の
誤
り
と
見
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

口
語
訳
の
よ
う
に
訳
し
て
お
く
。

と
述
べ
て
い
る
。
「
あ
は
せ
給
は
で
」
と
す
る
の
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
ま
ず
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
1
　
「
時
世
に
も
を
は
せ
給
は
で
」

　
「
時
世
に
お
は
す
」
を
「
時
世
に
あ
り
」
と
す
る
。
「
時
世
に
あ
り
」
は
『
今
鏡
』
に
な
い
が
、
似
た
形
の
「
世
に
あ
り
」
は
三
例
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　

「
世
の
中
に
生
き
な
が
ら
え
る
」
「
世
の
人
に
認
め
ら
れ
る
」
意
で
あ
る
。
次
の
用
例
は
前
者
で
あ
ろ
う
が
、
後
者
と
と
れ
な
く
も
な
い
。

　　例
　　五
〇　二

「　大

一　将
一　殿
）　な
　　ど
　　ま
　　だ
　　世
　　に
　　を
　　は
　　し
　　ま
　　し
　　け
　　る
　　程
　　嫉

殿
も
人
も
、
重
り
か
に
思
た
て
ま
つ
ら
る
㌧
事
ゴ
も
な
か
り
け
る
折
、
（
一

　
「
時
世
に
あ
り
」
に
も
同
様
の
二
つ
の
意
味
が
あ
る
と
し
よ
う
。
ま
ず
「
世
の
中
に
生
き
な
が
ら
え
る
」
意
の
場
合
、
「
時
世
に
も
を
は
せ

給
は
で
」
と
「
ひ
さ
し
く
も
を
は
し
ま
さ
ゴ
り
け
る
」
と
が
ほ
ぼ
同
内
容
に
な
り
、
一
文
中
で
の
繰
り
返
し
が
不
自
然
で
あ
る
。
「
世
の
人

に
認
め
ら
れ
る
」
意
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
問
題
は
な
い
が
、
最
上
位
で
あ
る
こ
と
の
明
ら
か
な
帝
に
つ
い
て
言
う
の
は
適
切
で
は
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
「
時
世
に
も
を
は
せ
給
は
で
」
は
採
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
2
　
「
時
世
に
も
あ
は
せ
給
は
で
」

　
「
時
世
に
あ
ふ
」
は
『
今
鏡
』
に
な
い
が
、
似
た
形
の
「
時
に
あ
ふ
」
が
八
例
、
「
世
に
あ
ふ
」
が
四
例
あ
る
。
い
ず
れ
も
「
い
い
時
機
に



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

め
ぐ
り
あ
う
」
「
時
を
得
て
世
に
栄
え
る
」
意
の
用
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

例
五
四
　
昔
時
に
あ
は
せ
給
た
る
一
の
人
に
劣
ら
せ
給
事
な
か
り
き
。
（
一
二
九
－
一
）

例
五
五
　
兄
の
法
性
寺
殿
よ
り
も
、
世
に
あ
ひ
給
へ
り
し
に
、
（
一
九
ニ
ー
一
二
）

　
こ
れ
ら
を
「
時
世
に
も
あ
は
せ
給
は
で
」
に
あ
て
は
め
る
と
、
1
で
述
べ
た
の
と
同
じ
理
由
で
帝
へ
の
使
用
が
不
自
然
で
あ
る
。
た
だ
、

「
時
に
あ
ふ
」
に
は
内
宴
と
い
う
行
事
が
時
世
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
場
合
に
用
い
ら
れ
て
い
る
、
次
の
例
が
あ
る
。

9　　「今鏡』における「おはす」の活用について

例
五
六
　
世
の
騒
ぎ
も
出
で
来
に
し
か
ば
、
時
に
あ
は
ぬ
事
、
て
侍
ら
ぬ
に
や
。
（
八
二
ー
四
）

　
こ
の
「
時
に
あ
ふ
」
の
意
味
（
時
世
に
釣
り
合
う
）
が
「
時
世
に
あ
ふ
」
に
も
あ
る
な
ら
ば
、
「
（
帝
ガ
）
時
世
に
も
あ
は
せ
給
は
で
」
に

あ
て
は
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
章
の
冒
頭
で
引
用
し
た
例
四
五
に
「
末
の
世
の
賢
王
」
、
「
末
の
世
い
と
く
ち
を
し
く
」
と
あ
る
が
、
「
よ
き
人
」
こ
こ
で
は
「
賢
王
」

が
、
「
時
世
」
こ
こ
で
は
「
末
の
世
」
に
も
「
あ
は
せ
給
は
で
、
ひ
さ
し
く
も
を
は
し
ま
さ
ゴ
り
け
る
に
や
」
と
い
う
こ
と
で
筋
が
通
る
。

な
お
、
「
末
の
世
」
に
、
帝
位
が
長
く
保
た
れ
た
と
い
う
例
は
二
つ
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
極
め
て
ま
れ
な
こ
と
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

例
五
七
末
の
世
の
御
門
、
二
十
一
年
ま
で
保
た
せ
給
、
い
と
あ
り
が
た
き
事
な
り
。
（
五
〇
1
一
五
）
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以
上
の
こ
と
か
ら
「
時
世
に
も
を
は
せ
給
は
で
」
は
「
時
世
に
も
あ
は
せ
給
は
で
」
の
誤
り
と
考
え
る
。
こ
れ
に
よ
り
下
二
段
活
用
独
自

の
用
例
は
な
く
な
る
。

　
さ
ら
に
言
え
ぱ
、
下
二
段
活
用
の
連
用
形
「
お
は
せ
」
は
、
サ
行
変
格
活
用
の
未
然
形
と
共
通
す
る
「
お
は
せ
し
」
「
お
は
せ
し
か
」
の

み
と
な
る
。
下
二
段
活
用
と
サ
行
変
格
活
用
の
違
い
は
連
用
形
が
「
お
は
せ
」
か
「
お
は
し
」
か
に
あ
る
が
、
連
用
形
「
お
は
せ
」
の
用
法

が
下
二
段
活
用
と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
不
備
で
あ
る
。
「
お
は
す
」
の
基
本
は
サ
行
変
格
活
用
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

三
　
四
段
活
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

こ
こ
で
は
一
3
で
掲
げ
た
「
ぞ
ー
お
は
す
」
「
な
む
ー
お
は
す
」
「
お
は
し
し
」
「
お
は
し
し
か
」
を
取
り
上
げ
る
。

　
　
　
　
　
1
　
「
ぞ
ー
お
は
す
」
「
な
む
ー
お
は
す
」

用
例
を
再
び
掲
げ
る
。

例
四
九

例
五
〇

例
五
一

例
五
二

よ
き
上
達
部
た
ち
に
ぞ
お
は
す
と
（
一
四
八
－
三
）

あ
ま
り
足
ぞ
は
や
く
お
は
す
と
て
、
（
一
五
九
－
九
）

上
西
門
院
に
ぞ
を
は
す
と
（
二
四
三
－
八
）

い
と
ら
う
あ
る
人
に
な
む
お
は
す
と
て
、
（
一
六
七
－
六
）



　
「
お
は
す
」
が
サ
行
変
格
活
用
で
あ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
は
「
ぞ
」
「
な
む
」
の
結
び
が
終
止
形
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
類
の
例
は
他
に
も
あ
る
。
「
ぞ
」
の
結
び
が
終
止
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
次
の
五
例
で
あ
る
。

11　「今鏡』における「おはす」の活用について

例
五
八

例
五
九

例
六
〇

例
六
一

例
六
二

後
に
そ
え
た
て
ま
つ
ら
れ
侍
と
そ
聞
え
給
き
。
（
；
ニ
ー
一
〇
）

僧
都
な
ど
聞
ゑ
し
折
ぞ
せ
ら
る
と
（
二
七
－
四
）

博
士
ぞ
、
御
侍
読
に
参
ら
る
と
（
七
六
ー
四
）

式
部
大
輔
ぞ
書
＼
る
と
（
八
一
－
八
）

紫
式
部
と
そ
世
に
は
申
な
る
べ
し
。
（
七
－
六
）

「
な
む
」
の
結
び
が
終
止
形
に
な
っ
て
い
る
の
は
次
の
一
例
で
あ
る
。

例
六
三
　
や
む
ご
と
な
く
な
む
侍
り
。
（
二
〇
一
－
七
）

　
「
ぞ
ー
（
ら
）
る
」
が
三
例
あ
る
が
、
本
来
の
「
ぞ
ー
（
ら
）
る
る
」
は
な
い
。
こ
れ
は
「
ぞ
ー
お
は
す
」
が
三
例
あ
る
の
に
、
「
ぞ
ー
お
は

す
る
」
が
一
例
（
例
三
八
）
の
み
で
あ
る
の
と
や
や
似
た
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
「
ぞ
ー
お
は
す
」
「
な
む
ー
お
は
す
」
は

係
り
結
び
の
乱
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
な
の
で
、
こ
れ
ら
の
「
お
は
す
」
を
四
段
活
用
の
連
体
形
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

　
な
お
、
「
ぞ
ー
お
は
す
」
「
な
む
ー
お
は
す
」
に
つ
い
て
宮
地
幸
一
氏
は
「
係
結
法
の
弛
緩
か
作
著
者
の
く
せ
で
あ
ろ
う
か
」
と
し
、
小
久

保
崇
明
氏
は
、
「
お
は
し
し
」
「
お
は
し
し
か
」
や
院
政
期
以
後
の
他
の
作
品
の
用
例
と
あ
わ
せ
て
「
四
段
活
用
で
あ
る
と
み
る
こ
と
極
め
て
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ロ
　

自
然
で
あ
っ
て
」
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
例
五
一
は
掲
げ
て
い
な
い
。
筆
者
の
立
場
は
宮
地
氏
に
近
い
。

　
　
　
　
　
2
　
「
お
は
し
し
」
「
お
は
し
し
か
」

　
用
例
を
再
び
掲
げ
る
。

　
例
四
六
　
堀
川
の
帝
の
位
に
を
は
し
、
時
、
（
一
四
六
－
一
〇
）

　
例
四
七
　
品
の
す
ぐ
れ
て
を
は
し
～
に
や
、
（
一
六
ニ
ー
一
一
）

　
例
四
八
　
時
の
関
白
に
を
は
し
＼
か
ば
、
（
＝
二
四
1
＝
一
）

　
三
例
の
使
用
対
象
は
帝
、
宰
相
中
将
、
関
白
で
あ
る
。
宮
地
氏
は
「
お
は
し
し
」
の
二
例
に
つ
い
て

　
　
待
遇
上
か
ら
言
え
ば
、
用
例
⑤
は
堀
河
天
皇
、
⑥
は
信
通
宰
相
中
将
で
あ
る
か
ら
、
⑤
の
方
は
尾
張
本
・
前
田
家
本
に
「
お
は
し
ま
し
＼
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
と
あ
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
⑥
は
尾
張
本
に
「
を
は
し
け
る
」
と
あ
る
方
が
、
形
の
上
か
ら
は
異
例
で
な
く
な
る
。

と
述
べ
て
い
る
。

　
帝
、
院
に
「
お
は
す
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
少
な
い
な
が
ら
あ
る
。
次
の
三
例
で
あ
る
。

　
例
六
四
　
上
つ
ね
に
お
は
し
、
（
一
三
六
－
八
）
　
帝



例
六
五
　
し
の
び
て
聞
へ
給
事
な
ど
も
お
は
し
け
る
な
る
べ
し
。
（
二
四
一
ー
一
五
）

例
六
六
　
四
十
五
六
の
御
年
の
ほ
ど
に
や
を
は
し
け
む
。
（
四
六
－
四
）
　
院

帝

13　「今鏡』における「おはす」の活用について

　
故
に
、
堀
川
の
帝
に
用
い
ら
れ
た
「
お
は
し
し
」
の
例
四
六
は
認
め
ら
れ
る
。
宰
相
中
将
に
用
い
ら
れ
た
「
お
は
し
し
」
の
例
四
七
、
及

び
関
白
に
用
い
ら
れ
た
「
お
は
し
し
か
」
の
例
四
八
も
、
使
用
対
象
の
面
か
ら
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
稿
で
は
諸
本
の
異

同
に
は
触
れ
な
い
の
で
、
「
お
は
し
し
」
「
お
は
し
し
か
」
は
四
段
活
用
の
「
お
は
す
」
の
連
用
形
を
用
い
た
も
の
と
見
得
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
あ
る
な
ら
、
四
段
活
用
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
き
（
終
止
形
）
」
が
サ
行
変
格
活
用
の

連
用
形
「
お
は
し
」
に
接
続
す
る
の
に
引
か
れ
て
、
「
し
」
「
し
か
」
も
同
様
の
接
続
を
す
る
ゆ
れ
が
生
じ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
1
・
2
に
よ
り
、
四
段
活
用
を
認
め
な
い
こ
と
に
す
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
『
今
鏡
』
の
「
お
は
す
」
の
活
用
を
見
て
き
た
。
下
二
段
活
用
は
認
め
ら
れ
ず
、
四
段
活
用
と
見
ら
れ
そ
う
な
も
の
も
、
係
り
結

び
の
乱
れ
や
サ
行
変
格
活
用
内
部
の
ゆ
れ
の
可
能
性
が
あ
り
、
四
段
活
用
と
は
認
め
が
た
い
こ
と
を
述
べ
た
。
『
今
鏡
』
に
限
っ
て
で
は
あ

る
が
、
「
お
は
す
」
は
サ
行
変
格
活
用
で
あ
る
と
考
え
る
。

↑注
）

山
口
明
穂
・
他
編
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
（
明
治
書
院
　
二
〇
〇
一
年
）
「
お
は
す
」
の
項
（
藤
井
俊
博
執
筆
）
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（
2
）
　
宮
地
幸
一
『
お
は
す
活
用
考
』
（
白
帝
社
　
一
九
六
二
年
）

（
3
）
　
小
久
保
崇
明
『
大
鏡
の
語
法
の
研
究
』
（
さ
る
ぴ
あ
出
版
　
一
九
六
七
年
）

（
4
）
　
榊
原
邦
彦
・
他
編
『
今
鏡
本
文
及
び
総
索
引
』
（
笠
間
害
院
　
一
九
八
四
年
）

（
5
）
　
注
（
2
）
同
書
二
二
九
頁

（
6
）
　
海
野
泰
男
『
今
鏡
全
釈
（
上
・
下
）
』
複
製
版
（
パ
ル
ト
ス
社
　
一
九
九
六
年
）
上
三
五
一
頁
。
底
本
は
畠
山
本
（
国
史
大
系
本
）
。

（
7
）
　
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
・
他
編
『
日
本
国
語
大
辞
典
　
第
二
版
』
第
一
～
一
三
巻
（
小
学
館
　
二
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
二
年
）
「
よ
に

　
　
在
（
あ
）
り
」
①
②
。

（
8
）
　
注
（
7
）
同
書
「
と
き
に
遭
（
あ
）
う
」
。

（
9
）
　
注
（
7
）
同
書
「
よ
に
合
（
あ
）
う
」
。

（
1
0
）
　
注
（
5
）
に
同
じ
。

（
1
1
）
　
注
（
3
）
同
書
五
五
頁
。

（
1
2
）
　
注
（
5
）
に
同
じ
。
「
お
は
し
し
か
」
を
扱
っ
て
い
な
い
の
は
、
国
史
大
系
本
で
「
を
は
し
ま
し
㌧
か
ば
」
（
＝
六
頁
）
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る

　
　
と
考
え
ら
れ
る
。

（
か
わ
ぎ
し
・
け
い
こ
　
商
学
部
教
授
）


